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はじめに

 国内での高レベル放射性廃棄物輸送の
現状（輸送物の分類・安全規制、輸送概
要、輸送機材）について説明する。

 併せて、輸送に係る核セキュリティについ
ても説明する。
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１．輸送物の分類
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放射能量により分類
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２．輸送の安全規制（１）

4

法令により下記の流れで許認可等が必要
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２．輸送の安全規制（２）

5

輸送に係る許認可（高レベル放射性廃棄物輸送）

海外 国内

①

②

③

⑤

⑥

④

：車両運搬確認申請書

：取決めの締結確認申請書

：放射性輸送物運送計画書安全確認申請書

：放射性物質等運送届

：核燃料輸送物運搬確認申請書

：核燃料物質等運搬届

海上輸送（国内）

陸上輸送

：許認可範囲
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２．輸送の安全規制（３）

№ 申請書名 申請先 準拠法令

① 車両運搬確認申請書 原子力規制委員会
・原子炉等規制法 第５９条２項
・事業所外運搬規則 第１９条

② 取決めの締結確認申請書 原子力規制委員会
・原子炉等規制法 第５９条の２第２項
・特定核燃料物質の運搬の取決めに関する規則
第２条１項

③ 放射性輸送物運送計画書安全確認申請書 国土交通省
・危険物船舶運送及び貯蔵規則 第９９条１項
・船舶による放射性物質等の運送基準の細目等を
定める告示 第１８条の３第１号

④ 放射性物質等運送届
第二管区海上保安

本部

・危険物船舶運送及び貯蔵規則 第１０６条１項
・船舶による放射性物質等の運送基準の細目等を
定める告示 第２２条

⑤ 核燃料輸送物運搬確認申請書 国土交通大臣
・原子炉等規制法 第５９条２項
・原子炉等規制法に関する法律施行令 第４８条
・核燃料物質等車両運搬規則 第２１条

⑥ 核燃料物質等運搬届 青森県公安委員会
・原子炉等規制法 第５９条５項
・原子炉等規制法に関する法律施行令 第４９条
・核燃料物質等の運搬の届出等に関する内閣府令
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輸送に係る許認可（高レベル放射性廃棄物輸送）
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３．高レベル放射性廃棄物輸送の概要
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・海外からの高レベル放射性廃棄物は、海上輸送により国内港まで輸送され、その後陸上輸送に
より貯蔵施設まで輸送されている。

・また、国内における使用済燃料等の輸送にあたっても、原子力発電所およびサイクル施設の立地条
件から、適切な輸送モードとして海上輸送（発電所港からｻｲｸﾙ施設隣接港まで）を主体としている。

海外 国内
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４．輸送機材の概要（１）

高レベル放射性廃棄物輸送容器

外径 ： 約２．４ｍ

長さ ： 約６．６ｍ

収納本数 ： ２８本

重量 ： 約１００ｔ

＊他、収納本数が少ない容器（２０体）
も存在

（外観形状等は同一）

輸送機材は、輸送に係る施設（再処理工場、港湾等）の設備状況を考慮し、
共通して利用できるよう設計
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参考（他の輸送容器）
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原子燃料にはそれぞれ専用の輸送容器があり、収納物の種類や量に応じ、IAEA輸送
規則を取り入れた法令で決められた技術基準を満している。
－－－＞ 収納物の密封、放射線の遮蔽、臨界防止及び除熱の確保
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４．輸送機材の概要（２）

運搬船※

全長 : 約104m
全幅 : 約17m
総トン数: 約5,000t

安全面からの構造上の特徴

・船体の二重構造（沈没防止）

・厚い鋼板やコンクリートの船倉
（放射線遮蔽）

※ＰＮＴＬウェブサイトより

運搬船の安全基準

運搬船は損傷時の復元性、耐衝突構造の確保及び、輸送物冷却装置、放射線測定装置、給電
設備（非常電源）を装備することなどの安全基準により設計されている。
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４．輸送機材の概要（３）
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４．輸送機材の概要（４）
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輸送車両

最大積載量 ：１３５トン
長さ ：約１２ｍ
幅 ：約３．２ｍ

登坂能力（最大積載時） ：約７．５%

安全面からの構造上の特徴
・安全ブレーキ
・折畳式作業用足場、手摺
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５．輸送に係る核セキュリティの概要（１）

 核セキュリティとは、「核物質またはその他の放射性物質また
はこれらに関連する施設に関与する窃盗、破壊活動、無許可
アクセス、不法移転またはその他の悪意ある行為の防止と検
知およびこれらに対する対応（IAEA Nuclear Security 
Series No.7より）」【参考資料①参照】のこと。

 IAEAが定めた、核物質の使用、輸送、貯蔵等にわたる核セキ
ュリティに関する国際的な共通指針として「INFCIRC※/225」
があり、1975年の初版発行以降、5回改訂されている。

※INFCIRC : Information Circularの略

INFCIRC/225/Rev.5:核物質及び原子力施設の物理的防護に関する核セキュリティ

勧告の最新版（2011年発行）

13



本資料の内容を当社の許可なく複製・転載すること、本来の目的以外に使用することを禁止します。

５．輸送に係る核セキュリティの概要（２）

 核燃料輸送物等の区分
「防護対象特定核燃料物質の輸送に係る核物質防護に関する情報の取り
扱いについて」（３省通達）【参考資料②参照】に基づき、現在の輸送物区分
は以下のようになっている。

※プルトニウム、ウラン重量及びウランの濃縮度、照射の有無により区分が決まる。
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区分Ⅰ 区分Ⅱ 区分Ⅲ

・MOX燃料
・Pu粉末

・使用済燃料
・高レベル放射性廃棄物
・新燃料
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５．輸送に係る核セキュリティの概要（3）
 核燃料輸送物等の情報の取扱
「防護対象特定核燃料物質の輸送に係る核物質防護に関する情報の取り扱
いについて」（３省通達）【参考資料②参照】に基づき、現在の情報の取扱い
は以下となっている。

 核物質防護秘密として厳重な管理を講ずべき情報（主な例）

 区分Ⅰ・Ⅱの核燃料物質の輸送経路に関する詳細情報

 主務大臣が定める妨害破壊行為等の脅威に関する情報

 警備・監視体制（車両編成等）に関する情報

 適切な管理を講ずべき情報（主な例）

 区分Ⅲの核燃料物質の輸送経路に関する詳細情報及び輸送通過
予定日時

 船名・車両番号等輸送手段を特定し得る情報
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５．輸送に係る核セキュリティの概要（4）
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1999年発行
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５．輸送に係る核セキュリティの概要（5）
 IAEA勧告（INFCIRC/225/Rev.5）に対応した

輸送関連の取組み
 INFCIRC/225/Rev.5の輸送に関連する部分が2014年に国内法令

（核燃料物質等車両運搬規則等）【参考資料③参照】に取り入れられ
ている。

 主な取り組み

 核セキュリティ文化、品質保証、持続可能性プログラム（区分Ⅰ~Ⅲ）

• 核セキュリティ文化醸成に係る経営者の関与及び教育･訓練、活動計画等

 予期せぬ長期的中断時の措置（区分Ⅰ~Ⅲ）

• 予期しない長時間の駐車及びやむを得ない停留、錨泊時に実施可能な防護
措置

 輸送直前/直後の物理的措置の状況確認（区分Ⅰ･Ⅱ）

• 出港前に妨害破壊行為が着手されていないことの確認

 複数人施錠（区分Ⅰ）

• 有蓋時は複数人施錠、無蓋時は追加の防護対策
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５．輸送に係る核セキュリティの概要（6）

 輸送管理センターの防護、双方向盗聴防止通信連絡（区分Ⅰ）

• 防護された輸送管理センター及び盗聴防止された双方向の音声連絡通
信（輸送管理センター、船舶、輸送車両、警備員）

 専用積載（区分Ⅰ･Ⅱ）、専用船（区分Ⅰ）の使用

 車両不動化（区分Ⅰ）

• 緊急時等に車両を停止（無力化）させる装備
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６．まとめ

 海外からの高レベル放射性廃棄物や国内における使用済燃
料等の輸送は、輸送に係る施設の立地条件等から、輸送モ
ードとして海上輸送を主体としている。

 海上輸送は、安全基準を満たす運搬船により行われている。

 陸上輸送は、積載する輸送物の重量を考慮し、走行安定性
に優れた車両により行われている。

 また、輸送において核セキュリティ確保の措置がとられて行
われている。
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20
参考資料①
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21参考資料②
（１／４）
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22参考資料②
（２／４）
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23参考資料②
（３／４）
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24参考資料②
（４／４）
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参考資料③


